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１．進捗状況

オペフロ線量低減策の完了

オペフロ床面の除染および遮へいによる線量低減対策を実施し、除染は2016年6月10日、
遮へい体設置は2016年12月2日に完了した。

遮へい体設置の完了後、個人線量計を用いた６方位線量測定を2016年12月5日から同年
12月15日の期間に実施し、オペフロ線量の低減状況を確認した。

燃料取り出し用カバー等設置の着手

2017年1月5日からヤード整備やプールの養生等の準備作業に着手し、同年1月17日から
ストッパ設置に着手した。
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ストッパ受けボックス設置状況（撮影日2017年1月17日）オペフロ線量低減策完了（撮影日2016年12月12日）

燃料取り出し用カバー等
設置範囲

ストッパ受けボックス設置箇所
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２－１．燃料取り出し用カバーの概要（１）

燃料取り出し用カバー（鉄骨造）
は、東西方向にオペフロを跨ぐ門
型架構と、門型架構上部に設置す
るドーム屋根で構成

門型架構は主にFHMガーダと東
西脚部で構成

FHMガーダ上に走行レールおよ
び作業床を敷設

燃料取扱機(FHM)およびクレー
ンは走行レールに、その他設備
は作業床等に設置
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３号機燃料取り出し用カバーイメージ

３号機燃料取り出し作業イメージ
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２－１．燃料取り出し用カバーの概要（２）

ドーム屋根

ドーム状部材に外装材を取付けた屋根

燃料取り出し作業環境の整備

放射性物質の飛散・拡散抑制

門型架構

ＦＨＭガーダ

門型架構を構成する水平部材

ドーム屋根および燃料取扱設備等の荷重を支持する。

ＦＨＭガーダ下面に取付けられたストッパ（凸）を、オペフロ
開口部（凹）に挿入して接触させる。ストッパを介して、カバ
ーに発生する水平力を原子炉建屋に伝達させて、燃料取り出し
用カバー等を水平支持する。

ストッパ挿入箇所となるオペフロ開口部は、オペフロの東
側にある新燃料貯蔵庫と西側にある機器ハッチである。

脚部

門型架構を構成する垂直部材

原子炉建屋の西側（地下１階天井）および東側（低層部屋上）
に設置する。

ＦＨＭガーダ等の荷重を支持する。
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①東側ストッパ挿入箇所
（新燃料貯蔵庫）
②西側ストッパ挿入箇所
（機器ハッチ）
③東側脚部設置箇所
（原子炉建屋低層部屋上に設置）
④西側脚部設置箇所※

（原子炉建屋地下１階天井に設置）

※西側脚部は西側作業構台の一部
であり、設置済み。
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２－１．燃料取り出し用カバーの概要（３）

施工

ドーム屋根および門型架構の部材について、被ばく低減の観点から現地での作業を極力少
なくする目的で、工場製作した鉄骨部材等を福島第一原子力発電所構外（小名浜港）で大
型ユニットに組み立てて、P7に示す作業ステップの進捗の都度、構内へ輸送する。

構内輸送した大型ユニットは、600tonクローラクレーンの遠隔操作により、オペフロに
吊上げて、オペフロ有人作業にて設置する。

オペフロで実施する有人作業は主に以下を計画している。

大型ユニットの設置位置合わせ

大型ユニットの玉掛け外し

大型ユニット接合部のボルト締め

福島第一原子力発電所構内にて、上記設置作業が円滑に行え、作業のやり直しなど計画外
作業による被ばくが極力生じないように、これまで、小名浜港で大型ユニットの設置訓練
を実施してきた（訓練状況写真を次頁に示す）。

オペフロ有人作業時には仮設遮へい体や一時退避用の遮へいボックスを設置して、被
ばく線量の低減を図る。
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２－１．燃料取り出し用カバーの概要（４）

燃料取り出し用カバー設置訓練の状況
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FHMガーダユニット組立

ドーム屋根ユニット組立

ストッパ組立
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２－２．燃料取扱設備等全体配置
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給電装置

燃料取扱機

作業用電源箱

輸送容器ガイド

分電盤

構内用輸送容器蓋･蓋締付装置架台

ガレキ収納コンテナ

マニピュレータ

燃料・ガレキ取扱具ラック

使用済燃料
プール

N

制御盤コンテナ

燃料把握機（マスト）

3号機原子炉建屋

構内用輸送容器

燃料取り出し用カバー

（遠隔操作室イメージ）

遠隔操作室
（事務本館）

走行レール

エリア放射線モニタ

エリア放射線モニタ

クレーン

排気口※

排気口※

※カバー内ダスト濃度の測
定は、排気ダクト内の空
気をサンプリングし測定
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３－１．燃料取り出し用カバー等設置の作業ステップ
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移送容器支持架台設置

Ⅱ Ⅲ
ストッパ設置

ＦＨＭガーダ設置 作業床・走行レール設置 ドーム屋根設置

燃料取扱機・クレーン設置 ドーム屋根設置 カバー設置完了

Ⅰ
遮へい体設置

Ⅱ Ⅲ

Ⅳ Ⅴ Ⅵ

Ⅶ Ⅷ Ⅸ

完了完了

ステップⅢ～Ⅳ：門型架構の設置

ステップⅤ ：作業床および走行レールの設置

ステップⅥ～Ⅸ：ドーム屋根部材および燃料取扱設備等の設置
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３－２．ステップⅢの作業概要

2016年12月実施の線量測定結果を基に作業計画を立案。

新燃料貯蔵庫（東側）と機器ハッチ（西側）の２箇所にストッパ受けボックス（凹）
を設置して、ストッパ（凸）をストッパ受けボックスに挿入設置する。
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ステップⅢの作業イメージ

作業期間 作業体制※ 作業時間 総被ばく線量※

2017.1.17～2月末頃 6人～12人×2班
約50～140分／班・日
（移動時間等含む）

約0.9人Sv

※ 当該作業に従事する作業員
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４．スケジュール

2016年12月に遮へい体設置が完了、2017年1月よりカバー等設置工事の準備作業を開始
し、同年1月17日からストッパ設置に着手した。

燃料取り出し開始時期は、2018年度中頃の見通し。

引き続き、線量測定結果に基づく施工計画検討や他作業とのヤード調整等を進め、工程精
査を進めていく。
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他作業との干渉、工事進捗等により工程が変更する可能性がある。

Ⅰ～Ⅸ：P7の作業ステップ番号を示す

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
年度

2016 2017
2018

下期

遮へい体設置

（含む移送容器支持架台）

ＦＨＭガーダ等設置

ドーム屋根等設置

燃料取り出し

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ, Ⅳ, Ⅴ

Ⅵ, Ⅶ, Ⅷ, Ⅸ

燃料取り出し開始▼
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５．今後の対応

ステップⅣ以降の施工計画立案等

線量測定結果を燃料取り出し用カバー等設置工事の施工計画の立案に反映するとともに、
他作業とのヤード調整を今後も継続する。

除染・遮へい工事では、安全確保のための除染や遮へいの追加、クローラクレーンの不具
合等により、工程への影響が生じた。このため、クレーン故障による工程延伸リスクに備
え、クレーン保守の強化を図る。

クレーン点検期間の見直し（予防保全による部品交換の拡充）

クレーン点検ヤードの設置（分解点検の実施）

クレーン予備機のＨ29年中導入（７５０ｔ級／１台、６００ｔ／１台）

クレーン修理技術者の増員（故障時の迅速な点検着手）

国内の工場にて実施した遠隔操作訓練の知見、経験を踏まえ、燃料取出作業に関わる更な
る安全性、操作性向上を検討中。また、1F3号機カバー内へ燃料取扱設備据付後、それま
での検討結果を反映し、実機を用いた遠隔操作訓練を実施する予定。

線量低減対策

ストッパ、作業床設置後等現場の進捗に応じて線量測定を行い、仮設遮へい設置等線量低
減対策に継続的に取り組む。

使用済燃料プール上の高線量箇所に対して、近傍での作業への影響を考慮し、追加遮へい
の要否を検討する。
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